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摘 要 
本稿は、本誌第 6 号の特集『再生可能エネルギーの施設立地がもたらす景観紛争―北杜市の持続的発
展に向けた対話の試み―』掲載の論考を手がかりに、農村地理学の視点から、太陽光発電施設の建設に
ついて主に住民と事業者の関係性や共生のあり方、入会林野や財産区の開発、耕作放棄地の拡大・不在
地主の問題、農村景観に焦点をあてて、農村における太陽光発電施設の建設に伴う問題の解消・緩和の
ための方向性について考察を行った。北杜市で起きた問題の背景には、これまでの農村地理学や隣接分
野における研究成果と関わりの深い内容も多い。課題解決の方向性を提示し、実行していくためには、
過去の研究や議論に学ぶ姿勢と現在進行で起きている課題に対して地域や住民に寄り添った調査や協働
活動の中から研究成果を積み上げ、発信していくことが肝要となる。 
 
 
Ⅰ はじめに―農村地理学と太陽光発電施設の建
設をめぐる問題の関わり― 
 
本稿は、2015 年刊行の『地域生活学研究』第 6
号の特集『再生可能エネルギーの施設立地がもた
らす景観紛争―北杜市の持続的発展に向けた対話
の試み―』掲載の論考に対し（鈴木，2015a）、農
村地理学の視点から、こうした問題や紛争の背景
にある農村の特質や事情について論じるとともに、
農村におけるこれらの問題の解消・改善に資する
方向性や指針を提起することを目的とする。 
地理学（geography）の語源は、「土地を描く」
という意味のギリシャ語 geographia に由来し（山
野，2013）、筆者は、農村地理学（rural geography）
を専門としている。農村地理学とは、地理学のな
かでも人文・社会現象を主に扱う人文地理学
（human geography）の一分野である。Clout（1972）
の定義に従えば、「可視的諸要素により、「農村地
域」として共通に認識される低人口密度地域にお
いて、近年生じてきたところの社会的、経済的、
土地利用上および空間上の諸変化に関する研究」
を行うものであり、「現代の農村地域に生じている
諸問題に関する地理学」となる。また、浮田編（2002）
を参考にすれば、「農村における地域の構造や特質、
問題を総合的に把握することを目的とする地理学
の一分野」であり、「現代農村を経済、社会、政治、
文化などの幅広い要素からとらえ、しかも計画や
問題といった実践的課題に踏み込む」点に特徴が
みられるとされている。とくに 1990 年代以降は、
先進国の農村における生産空間（食料生産の場）
としての性格が相対的に低下傾向にあることを受
け、消費空間（観光・レクリエーション、余暇活
動などの場）としての性格に注目し、これを農村
空間の商品化と捉える研究等もみられる（田林編，
2013）。 
実際に、Woods（2005）の著した農村地理学の
テキストにおいても、グローバル化やそれに伴う
農村内部の社会・経済・環境変化に伴う農村の再
